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② 重点的取組の実際

・本校の【現状】は、授業については、「見通し」という言葉が校内の共通言語となり、ゴールを意識した単元設定が定着してきている。
・今年度のＡＰの【達成目標】は、「『単元の見通し』『本時のめあて』をもちゴールの姿をイメージしながら主体的に学習に臨む児童を増やす。」
・目指す児童像に近づけるため、【重点的取組】に、「単元を見通した『ふりかえりシート』（下図参照）の活用」を設定する。
・【取組指標】は、「毎単元ふりかえりシートを活用している。」「ふりかえりシートの効果を感じている。」と回答する教員が１２月時点で９０％を目指す。
・【検証方法】は、学校評価アンケートと児童質問紙（年２回実施）

「主体的に学ぶ児童の育成」を目
指し、単元の導入時に単元末と各時
のゴールを示したシートを児童に活
用させるとともに、教室に拡大掲示
するようにしている。
こうすることにより、児童が自ら

の力で見通しを持ち、主体的に学習
に取り組むようになると考えている。

授業中、「今、自分が単元の中のどの場面を学習してい
るのか」を確認できるようにするために、拡大版「ふりか
えりシート」を教室に掲示している 。併せて、授業で
使った資料等を掲示し、単元のゴールを目指した学びの足
跡を残している。

多くの小学校で「授業５（ファイブ）」を踏まえた授業改善が進んでいますが、授業改善を更に一歩先へ進める手立てとして
「単元を見通した授業づくり」を【重点的取組】に位置付けて取り組んでいる学校があります。具体例として、「単元を見通し
た『ふりかえりシート』を活用した授業づくり」を校内研究テーマとすることで、教職員全体の共通理解のもと、授業改善を実
践することができています。
近年、中学校でも単元を見通した「 OPPA（One Page Portfolio Assessment）」という取組を行っている学校があります。

新学習指導要領が求める児童生徒が主体的に学ぶ授業づくりを組織的に進める上で有効な取組です。

児童は、毎時間の振り返りをノートに記述し、「ふりかえ
りシート」では自己評価（Ｂ・Ｃ）をしている。単元終了後
には、単元を通した振り返りを記述している。担任は、毎時
間後の児童の理解度を把握して次時の参考とし、単元終了後
には指導の振り返りに活用している。

Adviser’s
viewpoint

① 学校経営アクションプラン（以下、AP）の概要

同様の取組を行っている他校の校長の思い

【図 ふりかえりシート（4年生算数「角の大きさ」）】

【写真 教室掲示の様子】

児童には、本時の学びについて簡
単に自己評価させるとともに、単元
の終わりに振り返りをさせることに
より、自らの思考過程を振り返り、
働かせてきた「見方・
考え方」の自覚につな
げたい。
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県内小・中学校に今後の取組の参考となるものを届けることをねらいとして「アドバイザーズ・ビューポイント」を作成しています。今号では、第
１回学校訪問で見られた学校の組織的な取組について、学校経営アドバイザーの視点で紹介します。

【小学校の実践例】
～単元を見通した「ふりかえりシート」の活用～Advisers’ viewpoint


